
謹啓 日頃より私の政治活動に際し、絶大なるご指導、ご鞭撻を賜り誠にありがとうござい
ます。
この度の定例会においての一般質問では、２つの質問を致しました。
一つ目は２０２０年東京オリンピック・パラリンピックについて。
二つ目は市長の政治方針について。

人口減少社会へ突入し、今ある行政サービスの維持、多様化する市民ニーズへの対応や
自立的都市経営の推進を図る上では、今後の四年間が習志野市の今後を左右する重要
な四年間です。右肩下がりの状況ではなく、右肩上がりの今だからこそ出来ない、やらな
ければならない事をしっかりと実行し、今後の未来や方向性を決定していかなければなり
ません。
是非、お目通しの上、ご意見、ご要望をお待ちしております。 謹白

令和元年７月吉日
習志野市議会議員 関根洋幸

今こそ
若い力で
新しい習志野。

ご挨拶

Q：本年度の取組みについて伺う。

A：７月上旬に予定されているオランダ水泳チームの事前キャンプの際に、同期間に
国際総合水泳場を授業で利用する谷津小学校の６年生の児童を対象に交流を予定
している他、ＮＰＯ法人による「子どもがつくるオリンピック広報誌」事業を実施する予
定。また来年度は本市において聖火リレーを行う。

要望：素晴らしい取り組みではあるが、限定的な交流となっている。
教育の機会均等の観点からも全市的に行われることが望ましいのではないか。
市内の子ども達に世界レベルのオリンピック選手と交流する機会の創出や、子ども
達以外にも老若男女問わず、交流できるような機会を作っていただきたい。

東京オリンピック・パラリンピックについて
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☆重要度が高いが満足度が低い施策

「高齢者」、「危機管理・防災・防
犯」、「子育て支援」、「都市整備
策」、「学校教育」の５つの施策と
なっています。

今後更なる要因の分析をし、各
種計画策定に反映をしていきま
す。

Ｑ：今後四年間の市政についての考え方を伺う。

Ａ：限りある資産・資源を有効的に活用し「行財政の高効率化」や
「新たな税収をもたらす賑わいの創造」による歳入歳出双方から
の財源確保が必要不可欠である。
市民一人ひとりが、まちづくりの主役となり「総活躍」出来る社会
を形成すべく、各種施策に取り組んでいく。

要望：１２年間の基本構想の折り返しである本年度は今後６年間
を計画期間とする後期基本計画の策定や、習志野市まち・ひと・
しごと創生総合戦略の最終年度でもある。
次期計画策定に向けて、市民意識調査の結果等をしっかりと反
映し、「住みたいまち、住み続けたいまち」として選ばれ続けるま
ちづくりを！

昨年の１０月～１１月にかけて無作
為抽出により選出された習志野市民
５千人を対象に市民意識調査を行い
ました。
その結果を一部抜粋します。

☆特に重要だと思う施策
①高齢者施策 ６２．２％
②危機管理・防災・防犯施策 ５５％
③子育て支援施策 ４２．２％

☆定住促進を図る上での必要な施策
①超高齢化社会への対応 ４２．９％
②妊娠、出産、子育て支援 ４１．７％
③子育て世代の定住促進 ３９．５％

市民意識調査結果

市民意識調査結果②
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習志野市のシティセールスついて

市政報告会

Ｑ：シティセールスのこれまでの実績と取り組みについて

Ａ：シティセールスコンセプトＢＯＯＫの策定や、３大学の学生と連携した
ナラシノオト１、２の作成、市のブランドメッセージ及びロゴの作成、なら
しの孫育てハンドブックの作成など様々な施策に取り組んだ結果、「子
育て世代転入者数」の増加や、「東京都からの転入者数」の増加となっ
た。

一方で「２０歳代転出者数」は目標値よりも増加をしているなどの課題も
認識している。

要望：更なる情報発信力の強化や、全国に誇れる、強みになる魅力を
増幅をしていかなければならない。

オリンピック・パラリンピックへの参画も全世界に向けた大きなシティ
セールスに成り得る。

日本人だけではなく、外国人の方々に向けたシティーセールス及び施
策も今後益々重要になっていく事から、その観点からの研究も要望。

市長の政治方針について


